
ハ
ク

正
且
従
五
位
上
に
冊
附
さ
れ
た
と
あ
る
。
新
拠
姓
氏
録

一
穴
の
ロ
に
入
、
奥
方
附
拙
候
陛
、
大
石
に
而
樹
闘
有
之
一
設
が
同
に
問
物
館
あ
る
の
陥
矢
で
あ
っ
た
。
次
い
で

に
、
沼
町
公
を
右
京
H
F
別
に
総
せ
て
あ
る
の
は
、
或

一
候
。』
と
の
但
録
も
あ
る
。
大
原
の
束
、
も
と
木
念
寺
一
十
三
年
七
且
博
物
館
を
椋
密
と
し
て
、
石
川
勝
初
柴

は
こ
の
苦
足
が
能
控
明
か
ら
出
て
、
右
京
に
貰
せ
ら
れ

一
邸
内
に
は
大
谷
線
又
は
主
児
塚
と
都
せ
ら
れ
る
も
の
一
博
物
館
と
名
づ
け
、
四
十
一
年
九
且
の
閉
鎖
に
至
る

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
姓
氏
録
の
御
利
は
、
吉
足
の

一
も
あ
っ
た
。
大
正
六
年
九
且

H
七
日
宮
内
省
告
示
に
一
ま
で
柵
制
約
し
た
。

在
杭
と
同
時
で
あ
る
o
v
A
典抽出
聞
柿
任
弐
第
克
平
八

一
よ
っ
て
、
霊
仁
天
皇
長
子
石
街
別
命
の
御
基
と
治
定
一

バ
ヲ
フ
リ
ヨ
ウ
幕
府
鎖
加
到
及
び
能
堤
に
は

年
に
羽
町
公
常
世
が
あ
る
。
是
容
は
皆
そ
の
則
自
を

一
し
た
の
は
大
原
、
そ
の
御
子
石
城
別
命
の
御
畑
出
と
治

一徳
川
幕
府
の
直
制
す
る
領
邑
が
あ
っ
た
。
之
に
山
町
す

一
に
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

一
定
し
た
の
は
大
谷
探
で
あ
る
。
一
る
縫
諮
は
時
左
担
の
如
〈
で
あ
る
。
そ
の
芭
名
は
之

ハ
歩
ヒ
ノ
ク
ニ

J
Z
ヤ
ツ
コ
羽
咋
国
造
抽
出

m一
ハ
h
y
ヒ
ノ
ナ
ナ
ツ
カ
羽
昨
の
七
塚

羽

咋

部
刑
制
一
を
附
録
に
服
せ
た
。

紀
凶
事
本
紀
に
『
用
羽
咋
凶
透
。
泊
槻
明
白
羽
御
開
。
一
咋
に
在
っ
た
七
悩
の
古
抽
出
で
、大
塚
・大
谷
塚
・
腕
塚
・
一
三
〉
加
賀
l
斑
文
八
年
八
且
十
六
日
加
到
白
山
山
路

三
尼
君
組
石
抑
別
命
児
。
石
城
則
正
。
定
似
凶
滋
0
』一

白
線

-m子
塚
・
入
腕
様
・
抽
出
附
尿
是
で
あ
る
。
大
塚
一
に
在
っ
て
、
従
来
位
前
嗣
力
車
川
に
預
地
と
し
て
あ
っ

と
あ
る
羽
咋
凶
は
、
略
後
の
溺
昨
加
の
地
峡
で
あ
ら

一
は
今
の

mm
咋
榊
祉
の
後
方
に
、
大
谷
田
明
は
そ
の
右
方
一
た
能
楽
郡
午
首
・
風
臥
等
十
六
よ
利
二
百
三
十
石
況
斗

ぅ
。
木
文
に
羽
咋
凶
這
の
創
訟
を
、
約
制
朝
合
羽
即

一
に

あ

る

。

一

五

升

二

合

、
及
び
加
賀
滞
領
能
美
郡
尾
添
・荒
谷
ニ
ヶ

ち
雄
略
天
阜
の
籾
と
す
る
は
疑
な
き
を
得
ぬ
。
何
と

一

ハ
h
y
ヒ
Z
ナ
ミ
ガ
h
F

羽
昨
南
方
羽
咋
南
方
の

一
村
百
七
十
一
石
九
斗
入
升
を
碍
府
聞
と
し
、
り
て
明

な
れ
ば
石
衝
則
正
は
誕
仁
天
皇
の
長
子
で
あ
る
か

一
名
は
未
だ
文
部
に
は
鬼
ぬ
が
、
羽
町
北
方
育
附
を
羽
一
治
に
及
ん
だ
。

ら
、
そ
の
子
石
城
則
正
の
却
略
朝
ま
で
存
症
し
給
ふ

一
同
健
保
苦
附
と
も
い
ふ
か
ら
、
賀
町
市
寺
文
部
建
武
一
泊
一
合
一
)
能
積

l
民
享
元
年
七
且
品
川
一
日
徳
川
剣
士
口
は
、

こ
と
が
有
0
得
さ
う
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
出

一
年
二
月
十
三
日
平
行
衆
の
判
啓
に
、
能
且
官
凶
擦
係
南
一
前
に
土
方
政
隆
の
摘
で
あ
っ
た
能
殺
六
十
一
今
村
九

や
石
減
則
正
は
、
荒
行
紀
に

『
妃
三
沼
氏
。
賂
械
則

一
方
兵
附
村
と
あ
る
務
保
問
方
は
、
印
ち
須
町
南
方
の
一
千
石
を
、
そ
の
本
間
武
磁
器
槻
九
千
石
依
と
共
に
桜

之
録
。
水
幽
郎
然
。
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
円以

一
一
削
で
あ
ら
う
。

一
牧
し
て
掠
府
領
と
し
た
。

行
天
長
か
ら
成
務
天
単
に
歪
る
聞
の
人
と
す
べ
く
、

一

ハ
タ
ブ
ツ
カ
ン
情
物
館
明
治
五
年
金
持
の
同
一
元
隊
二
年
入
且
十
H
訴
府
領
の
中

四
十
九
よ
制
を
、

本
文
を
芯
刷
以
前
穴
組
制
な
ど
の
艇
で
あ
ら
う
と
い
ふ

一
民
巾
脳
出
品
十
郎
・森
下
森
入
等
相
椛
し
、
石
川
綜
の
許

一
硲
信
泌
商
法
侯
品
開
忠
則
の
良
子
忠
英
に
奥
へ

、
抽出

も
の
あ
る
は
、
れ
に
卓
訟
で
あ
る
o
附
し
て
到
設
同

一
可
を
得
て
、
九
且
十
二
日
か
ら
十
且
十
四
日
に
至
る

一
俄
十
=
一
今
村
を
詐
府
領
と
し
た
O

(
村
磁
の
符
合
せ
ざ

遣
の
僚
に
抽
出
入
し
た
と
思
は
れ
る
、
石
術
別
命
間
間

一
ま
で
、
策
六
間
内
山
出
鍛
山
口
世
間
山
教
師
フ
ォ
ン
・
デ
ツ
一
る
は
入
愈
あ
る
に
よ
る
ou

の
孫
大
M
A
彦
君
な
ど
こ
そ
、
年
代
を
以
て
測
る
に
、

一
ヶ
y
の
奥
λ
似
に

m
m総
刊
の
仮
究
官
を
行
う
た
。
一
元
般
入
年
五
且
十
紅
白
鳥
時
忠
英
は
封
を
近
江
水
口

泊
湖
靭
品
川
閣
の
羽
咋
凶
詣
で
な
か
っ
た
か
と
も
忠
は

一
七
年
石
川
燃
は
ま
た
抑
児
合
開
搬
の
儀
を
内
務
省
に
一
二
海
石
に
移
さ
れ
、
そ
の
能
驚
領
四
，
寸
九
タ
村
は
掠

れ
る
。

一
術
開
し
、
そ
の
許
可
を
得
て
、
抽
出
向
出
御
殿
を
曾
揚
に

一
府
領
に
鴎
し
た
。
是
に
於
い
て
幕
府
観
は
、
ま
た
六

ハ
ク
ヒ
ノ
コ
フ
ン
羽
咋
の
古
m

m
羽咋
郡
勿
咋

一
充
て
、
」
ハ
且
十
六
日
か
ら
七
且
三
十
一
日
ま
で
之
を
一
十
一
今
村
と
な
っ
た
。

な
る
m
制
的
制
批
の
境
内
に
、
大
域
又
は
御
陵
山
と
い

一
附
似
し
た
。
こ
の
昨
木
谷
際
十
郎
・
局
附
徳
川
T
木
谷

て
冗
轍
十
一
年
五
且
三
十
H
円
相
府
は
前
杷
の
う
ち
四
十

ふ
前
方
後
凶
抽
出
が
あ
っ
た
。
駐
停
に
誠
れ
ば
、
佳
時
一
次
郎
作
三
人
は
博
覧
曾
執
事
と
な
り
、中
屋
完
治
・亀
一
六
ヶ
村
を
、
萄
術
後
間
山
侯
水
野
松
之
丞
勝
与
の
族

間
部
の
上
方
に
大
石
が
あ
っ
た
が
、
枇
山
町
を
選
管
す
る

一
回
伊
右
術
門
以
下
三
イ
名
が
刑
執
事
と
な
っ
た
。

九

一
水
野
政
馬
防
長
に
奥
へ
た
か
ら
、
そ
の
時
間
俄
十
六
ヶ

お
之
を
除
き
、
文
前
閣
の
加
を
刷
出
窓
し
た
と
あ
る
。
一
年
二
且
一
一
一
日
ま
た
木
谷
藤
十
郎
以
下
三
十
人
が
公
則

一
村
が
務
府
領
と
な
っ
た
。

叉
『
文
政
皮
本
殿
百
円
造
之
節
石
抑
仕
候
版
、
玄
闘
員

一
内
に
金
問
博
物
館
を
設
立
し
、
博
覧
曾
を
聞
く
こ
と
一
元
職
十
四
年
正
且
十
一
日
水
野
勝
長
は
下
総
結
城
一

下
礎
石
綿
入
。
依
之
大
木

E
石
を
以
径
約
。
此
時
人

一
を
布
一
巡
し
、
四
且
一
日
似
開
館
式
を
行
ひ
、
異
人
郎
一
一
品
一
一
一
千
石
に
抑
封
を
命
ぜ
ら
れ
、
柑
柿
附
領
は
ま
た
六

夫
之
者
以
の
中
に
強
制
之

m一
雨
入
、
手
燭
に
て
右

一
と
共
に
抑
制
撰
御
肢
を
品
目
制
婦
に
充
て
た
が
、
こ
れ
貨
に
一
十
一
，
村
に
復
し
た
。

文
化
七
年
三
且
訴
府
部
地
の
民
政
に
加
賀
滞
の
法
令

を
適
用
せ
し
め
、
文
川
和
・
小
物
成
を
加
賀
川
市
に
収

納
し
、
加判
以
滞
か
ら
年
納
金
五
千
二
百
二
十
九
耐
を

幕
府
に
支
挑
は
し
め
る
こ
と
に
し
た
。

殴
郎
三
年
七
且
預
地
の
名
義
を
財
閥
し
、
純
然
た
る
加

賀
滞
領
と
な
し
、
年
初
金
一
応
五
千
耐
を
幕
府
に
納

入
す
る
こ
と
を
約
せ
し
め
た
。
こ
の
同
町
一一品
凡
ベ
て

一
部
四
千
三
百
六
十
八
百
九
斗
三
升
七
合
問
句
況
才

で
あ
っ
た
。

明
治
元
年
政
府
は
町
民
め
て
m
四
円
相
府
鮒
を
加
賀
滞
へ
指

田
と
し
た
。

苅
融
十
六
年
土
方
長
，1
郎
が
越
山
内
腿
政
徳
の
益
子

と
な
っ
た
。
依
っ
て
そ
の
前
領
ニ
ヶ
村
百
五
十
一
れ
は

復
幕
府
に
邸
し
た
が
、
二
村
共
に
入
合
で
あ
っ
た
お
、

終
府
領
は
依
然
と
し
て
六
十
一
今
村
で
あ
っ
た
。

亭
保
七
年
六
月
サ
入
日
円
相
府
領
六
↑
一
今
村
を
峨
げ

て
加
到
滞
に
預
地
と
し
た
。
こ
の
時
の
草
一
一両
精
し
て

一
一
品
四
千
二
十
一
行
入
斗
四
升
三
A
円
入
句
と
釘
世
ら

れ
、
後
史
に
新
聞
二
百
四
十
三
石
四
升
入
合
六
句
を

加
へ
た
。
ハ
越
官
民
三
州
志
来
凶
縦
覧
は
、
預
地
の
高

を
一
一
品
問
千
二
十
四
石
五
斗
四
升
一
エ
A
円
入
句
と
し
て

ゐ
る
。
紺
新
の
際
の
白
川
も
亦
そ
れ
に
同
じ
い

3

天
間
五
年
十
且
務
附
割
問
入
f
約
二
千
入
十
七
石
六
斗

九
升
五
合
二
句
を
加
目
指
附
領
と
し
、加
賀
滞
額
十
七
，

村
千
九
百
九
十
六
石
一
泊
斗
を
桜
町
慨
に
納
れ
る
こ
と

を
前
し
、
六
年
九
且
二
十
H
そ
の
交
換
を
終
了
し
た
。

是
に
於
い
て
科
府
樹
の
村
政
六
十
二
と
な
っ
た
え
こ

こ
に
様
げ
た
商
は
口
敏
で
あ
る
。
去
而
に
於
い
て
は

却
っ
て
加
引
時
間
の
間
出
世
間
を
減
じ
た
。

お
政
九
年
一
品
九
十
七
有
三
斗
を
減
じ
た
。

文
化
三
年
新
出
回
石
七
ヰ
四
升
を
加
へ
た
。

川
削
っ
て

総
計
一
一
山
四
千
入
十
一
石

一
斗
=
一
升
七
合
二
句
と
な

っ
た
。

六
七


